
資料３－２ 

各ワーキンググループの設置目的等 

WG名 設置目的 
設置日 

（直近開催日） 
法令・告示改正等 

定期報告制度等

WG 

平成 18年 6月のエレベーター事故、平成 19年 5月のコースター事故

をはじめとする昨今の建築物等にかかる事故･不具合等を踏まえ、｢昇降

機、遊戯施設等の安全確保について とりまとめ｣（平成 20年 2月）にお

いて早急に講ずべきとされた施策のうち、定期調査･検査資格者の講習

制度の見直し、資格者の資格取得と喪失に関する手続きの明確化、維

持保全計画等の作成の指針等の具体的内容について検討を行う。 

H20/2/4 

（H21/5/14） 

定期検査報告等資格制

度の見直し、資格者講習

における修了考査の見直

し、資格者証の返納規定

の追加、昇降機の適切な

維持管理に関する指針の

策定等を行った。 

既設エレベーター

安全性向上WG 

費用、工期等の理由により既設エレベーターへの戸開走行保護装置の

設置が十分に進んでいない状況に鑑み、設置が容易で確実な安全装

置の機能及び設置促進策について検討する。 

H23/1/17 

（H23/8/8） 

戸開走行保護装置等の

マーク表示制度、既設エ

レベーターへの補助制度

の創設等を行った。 

建築物雪害対策

WG 

平成 26年 2月 14日以降の大雪による建築物の被害を踏まえ、建築

物被害の原因分析、基準の改正の必要性等について検討を行う。 

H26/3/10 

（H26/7/4） 

積雪後の降雨による荷重

を考慮した積雪荷重の見

直しを行う（速やかに告示

改正を予定） 

昇降機等安全審

査WG 

社会資本整備審議会における答申※を踏まえ、昇降機等の安全審査の

枠組みのあり方について検討を行う。 

※｢昇降機等に設ける制動装置や制御器等の性能について、国土交通大臣

の認定の対象とし、機械・電気に関する専門的な知識を有する者が審査す

る仕組みの導入を検討する必要｣ 

H26/7/22 

（H27/3/9） 

調速機、非常止め装置及

び緩衝器に関する日本工

業規格を策定（H28/3）

し、法令上の位置づけに

ついて検討中。 


